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みなさんお元気ですか？ 
秋分を迎え、残暑も徐々に落ち着き過ごしやすくなりましたね。 
さて、今年で大山町とテメキュラ市の交流は 30周年の節目を迎えました！ 
周年を記念して、青年部(中学生の時にテメキュラ交流に参加したメンバー)では両市町の特産品をモチーフにしたタイルアートを制作。また、6

月 8 日に開かれたフレンドシップパーティでは司会進行を務め、たこ焼きを振る舞うなどパーティを盛り上げました！今回号ではそんな活動の様

子の一部をお届けします♪  
想いを込めて。世界に一つだけのタイルアート 
２月１１日、青年部メンバーの 1人、タイルワーク教室の講師をされている髙下杏実さん指導のもと、友好館でタイルアートに挑戦！          

     
2月の寒い時期ではありましたが、当日は 13人の仲間が集まってくれました。メンバーの子どもも一緒に参加！合間には過去の交流写真を眺

め、懐かしい気持ちに。 
若者の交流が少ない昨今ですが、テメキュラ市との交流事業を通じ、同郷のメンバー同士の絆も深まる貴重な時間。改めて交流の大切さを

実感したかけがえのない一日となりました。  
300個のたこ焼きづくりに挑戦！？フレンドシップパーティ 
6月 8日、スクエアなかやまで開かれたフレンドシップパーティ。当日はテメキュラ市からの訪問団も合わせ約 80人が参加。青年部は「たこ焼き」

ブースを担当し「全部で 300個のたこ焼きを作る」というメンバー誰 1人挑戦したことのないたこ焼き大量生産にチャレンジ！  
裏面に続く・・・ 

What’s up 

下絵を見ながら大小様々な形のタイルを並

べ、1つ 1つ接着剤で貼りつけていきます 

完成！大山町の特産品「ブロッコリー」とワインの名産地

テメキュラ市の「ブドウ」をモチーフにしたデザインです。 

ハートや四角、花形など小さくてカラフルなタ

イルはどれも可愛らしい…完成が楽しみです！



 
使うのはそれぞれ持ち寄った「家庭用」たこ焼き器 2台！！ 
たこ焼きのタネづくり、焼き、盛り付け担当にそれぞれ分かれ、ぶっつけ本番でいざスタート！食事タイムがやってくるまで約30分ほど。たこ焼き器

2台で作ることができるたこ焼きの個数は 1回あたり 54個・・・・300個を焼き切るには 6回転させる必要があります(^^;) 
（たこ焼きを作ろうなんて誰が言い出したのやら・・・）            
訪問団の皆さんもたこ焼きを食べるのはほぼ初めてなご様子。感想をうかがうと「good!」とお褒めの言葉をいただきました！ 
ほかにも焼きそばや焼肉、ホットドッグなど様々なブースがありまるでお祭りの屋台のよう。和気あいあいとした雰囲気で楽しい交流になりました。  

◀盛況の餅つきの様子  
最後には参加者全員で 
集合写真を撮りました▶     

また、テメキュラ市訪問団の皆さんからは 9人全員からあたたかいスピーチ、そしてテメキュラ市オリジナルの雑貨を一人ずつ手渡しでプレゼントし

ていただきました！訪問団の皆さんにとって、非常に忙しい 1 日だったと思いますが、後で思い返し「良い思い出になった」「また行きたいな」と思

ってもらえたらこれほど嬉しいことはありません(^^) 
最後に・・・ 
日々家庭に仕事、勉強と忙しい毎日ではありますが、次の世代もそしてその次の世代も、私たちのようにテメキュラ市の人々の優しさや文化に

触れ、視野を広げられるような体験ができるよう、今後の交流事業の継続を願って可能な範囲で少しずつ活動をしています。都度イベントの

案内もお送りしていますので、顔を出してみてくださいね♪ 
〔お知らせ〕わいわいフェスティバルに出店！クリスマスパーティ開催！！ 
 11月には中山わいわいフェスティバル、12月にはお待ちかねのクリスマスパーティが開催されます！！今年は 30周年の節目ですよ〜！ ふる

ってご参加ください！    ●中山わいわいフェスティバル 日時／11月 3日（日曜日）恒例のテメキュラドッグを販売します！ 場所／トレーニングセンター 
●クリスマスパーティ  日時／12月 22日（日曜日） 18：00〜 場所／友好館 

たこ焼きを作りながら司会進行に子供のお世話に入れ替わり立ち替わりで大忙しのメンバ

ー。平福会長も助っ人に入ってくださりなんとか作り終えることができました！！ 

もくもくとたこ焼きを作るメンバー 

合間には、司会を務めたり・・・ 
会長も助っ人に・・・ 


